
　　

議
案
３
件
に
つ
い
て
慎
重
審
査
の
結
果
、
全
議
案
と

も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

Ｑ　

今
回
の
改
正
は
、一
般
職
の
職
員
の
給
与
の
う
ち
、

調
整
手
当
の
支
給
割
合
を
１
％
引
き
下
げ
る
改
正
と
の

こ
と
だ
が
、
今
回
の
引
き
下
げ
に
よ
り
、
ど
の
く
ら
い

の
人
件
費
が
削
減
さ
れ
る
の
か
。

Ａ　

年
間
で
約
７
５
０
０
万
円
の
削
減
を
見
込
ん
で
い

る
。

Ｑ　

地
方
分
権
の
時
代
に
あ
っ
て
、
給
与
の
中
身
、
構

造
を
抜
本
的
に
検
討
し
、
本
来
支
給
す
べ
き
も
の
と
、

そ
う
で
な
い
も
の
と
の
す
み
分
け
を
き
ち
っ
と
し
て

も
ら
い
た
い
。
過
日
認
定
さ
れ
た
平
成
15
年
度
決
算
に

お
け
る
決
算
特
別
委
員
会
の
要
望
指
摘
事
項
に
お
い
て

も
、
調
整
手
当
の
見
直
し
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る

が
、
現
時
点
で
の
考
え
は
。

Ａ　

調
整
手
当
の
支
給
割
合
に
つ
い
て
は
、
近
隣
の
市

町
村
に
お
い
て
も
10
％
と
い
う
状
況
に
あ
る
が
、
国
に

お
い
て
は
、
平
成
16
年
度
の
人
事
院
勧
告
に
お
い
て
、

こ
の
調
整
手
当
制
度
の
見
直
し
方
針
が
示
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
、
県
か
ら
５
％
ま
で
引
き
下
げ
る
べ
き
と
の

指
導
も
あ
り
、
各
市
の
状
況
も
同
様
の
引
き
下
げ
を
進

め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
５
％
を
当
面
の
引
き
下
げ
目
標

と
し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

歳
入
に
つ
い
て
地
方
譲
与
税
の
う
ち
所
得
譲
与
税

が
増
額
さ
れ
た
が
、
こ
の
算
定
根
拠
は
。

Ａ　

三
位
一
体
改
革
に
よ
り
、
国
は
４
２
９
０
億
円
を

所
得
税
か
ら
譲
与
税
へ
の
交
付
金
化
を
行
い
、
そ
の
う

ち
２
分
の
１
を
県
に
、
２
分
の
１
を
市
町
村
に
そ
れ
ぞ

れ
分
配
す
る
こ
と
と
し
、
平
成
12
年
度
の
国
勢
調
査
人

口
を
基
に
、
各
市
町
村
の
国
勢
調
査
人
口
の
割
合
に
応

じ
配
分
さ
れ
、狭
山
市
の
１
人
当
た
り
の
交
付
金
額
は
、

約
１
６
７
４
円
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
付
託
議
案
の
審
査
の
ほ
か
、
三
市
（
狭
山
、

所
沢
、
入
間
）
消
防
の
統
合
に
つ
い
て
、
所
管
事
務
調

査
を
行
い
ま
し
た
。　

  

議
案
７
件
に
つ
い
て
慎
重
審
査
の
結
果
、
全
議
案
と

も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

Ｑ　

新
都
市
機
能
ゾ
ー
ン
調
査
等
委
託
料
の
内
容
は
。

Ａ　

区
域
内
に
建
設
を
予
定
し
て
い
る
区
画
道
路
の
一

部
に
つ
い
て
、
排
水
施
設
の
実
施
設
計
を
行
う
も
の
で

あ
る
。

Ｑ　

私
道
排
水
設
備
整
備
事
業
費
補
助
金
及
び
水
洗
化

改
造
費
補
助
金
に
つ
い
て
、
今
年
度
の
予
定
件
数
と
実

績
件
数
は
。

Ａ　

私
道
排
水
設
備
整
備
事
業
費
補
助
金
は
、
当

初
予
算
に
13
カ
所
で
延
長
６
０
０
メ
ー
ト
ル
を
見
込

み
、
３
１
２
０
万
円
を
計
上
し
た
が
、
11
月
末
現
在
で

既
に
21
カ
所
、
延
長
合
計
約
８
０
０
メ
ー
ト
ル
の
実
績

と
な
り
、
更
に
、
あ
と
３
カ
所
で
約
90
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

の
見
込
み
が
あ
る
。

　

水
洗
化
改
造
費
補
助
金
の
増
額
に
つ
い
て
は
、
平
成

16
年
度
予
算
に
２
２
６
件
分
で
５
８
９
万
４
０
０
０
円

を
計
上
し
た
が
、
10
月
末
現
在
で
、
一
般
家
庭
の
浄
化

槽
か
ら
の
切
り
替
え
は
１
２
５
件
の
実
績
と
な
っ
て
い

る
。
件
数
は
昨
年
と
大
差
が
な
い
が
、
補
助
額
の
高
い

市
民
税
非
課
税
世
帯
が
増
加
し
て
お
り
、
補
助
金
額
が

予
定
額
を
上
回
っ
て
い
る
た
め
に
、
今
後
予
定
さ
れ
る
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も
の
も
含
め
増
額
の
補
正
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

Ｑ　

今
回
の
補
正
増
に
よ
り
、
基
金
の
総
額
は
ど
の
く

ら
い
に
な
る
の
か
。

Ａ　

平
成
16
年
度
末
の
下
水
道
整
備
事
業
基
金
の
残
高

見
込
み
は
４
億
３
２
１
９
万
円
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
度

の
補
正
分
を
加
え
る
と
、
４
億
８
３
３
９
万
３
０
０
０

円
に
な
る
も
の
と
見
込
ん
で
い
る
。

  

な
お
、
審
査
に
先
立
っ
て
、
市
道
の
路
線
の
認
定
箇

所
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

  

議
案
５
件
に
つ
い
て
慎
重
審
査
の
結
果
、
全
議
案
と

も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

Ｑ　

今
回
の
改
正
は
、
４
歳
か
ら
小
学
校
就
学
前
ま
で

の
幼
児
を
対
象
に
、
医
療
費
の
一
部
負
担
金
を
廃
止
す

る
も
の
だ
が
、
全
体
の
費
用
額
は
ど
の
程
度
に
な
る
の

か
。

Ａ　

今
年
度
の
当
初
予
算
は
１
億
２
９
８
２
万
円
だ

が
、
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
１
億
５
７
７
０
万
円
程
度

と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

Ｑ　

乳
幼
児
医
療
費
の
窓
口
払
い
を
な
く
す
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

Ａ　

医
療
費
支
給
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
先
決
と
考

え
、
一
部
負
担
金
を
廃
止
す
る
こ
と
に
し
た
。
窓
口
払

い
の
廃
止
も
検
討
し
た
が
、
各
保
険
者
が
負
担
す
べ
き

高
額
療
養
費
等
を
市
が
肩
代
わ
り
す
る
こ
と
に
な
る
な

ど
、
財
政
的
に
難
し
い
。

Ｑ　

交
通
安
全
施
設
の
工
事
場
所
は
。

Ａ　

笹
井
地
区
に
お
い
て
、
通
学
路
な
ど
の
安
全
対
策

で
、
ポ
ス
ト
コ
ー
ン
の
設
置
や
す
べ
り
止
め
舗
装
工
事

な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

Ｑ　

御
狩
場
学
童
保
育
室
（
仮
称
）
の
今
後
の
計
画
は
。

Ａ　

埼
玉
県
の
財
政
状
況
か
ら
補
助
金
は
出
な
く
な
っ

た
が
、財
源
振
替
に
よ
り
御
狩
場
学
童
保
育
室
（
仮
称
）

の
設
置
は
、
計
画
ど
お
り
進
め
て
い
く
。

文
教
厚
生
委
員
会
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